
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 単位数 4

電子工学科 学　年 1 学年 履修区分 必修

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法

   教科書を理解するための講義を受身で受講するだけではなく，実習科目との関連や，各種資格試験取得のための学
習との関連を常に考えて学習を深めてください。

評　　価　　規　　準

学　科

使用教科書

評価については，次の項目を，総合的に判断する。
１） 定期考査（授業計画にある通り1年間に4回実施される）
２）校内実力テスト（定期考査を補完する意味で，長期休業明けに校内実力テストが行われる）
３）「標準テスト」（全国工業高等学校長協会）
４）授業への取り組み（発表・学習活動への意欲・出席状況）学習意欲，学習態度，学習に取り組む姿勢
５）授業時のノートを提出させて整理の状況

「トレーニング電気基礎上下」（コロナ社）をすべての生徒に購入させています。授業中の演習や各
自の予習復習に使用します。

評価の観点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

電気分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につけ，現代社会における工業の意義や役
割を理解している。また，環境の問題や工業技術の諸問題を主体的，合理的に解決しようとする。

技 能

知 識 ・ 理 解

電気の諸現象に関心をもち，それらを量的に取り扱い，その相互関係を式の変形や計算により意
欲的に解析するとともに，その取り組みを通して，身近な事象に対しても探求しようとする。

電気に関する諸量の相互関係について，基礎的な知識や技術を活用し，具体的な事象を適切に
判断・解析して、それを表現する能力がある。

電気に関する基礎的な知識と技術を習得し，電気の量的な考察を通して創意工夫し，実際に活用
する能力と実践的な態度をもち，工業技術として具体化する能力を身につけている。

１）問題集，配布した問題プリントを解答し，提出します。
２）各単元において，小テストや課題提出を行い，そこまでの内容理解度のチェックをします。さらに理解がされていれば
合格とし，理解が不足していれば補習・再テストを受け合格するまで繰り返します。

電気基礎

電気基礎(コロナ社)

   基本的な電気現象，電気現象を量的に取り扱う方法，電気諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により処理す
る方法など電気に関する基礎的な知識と技術を習得し，実際に活用する能力と態度を育成します。
具体的目標として，高学年で学ぶ専門科目の分野に発展する基礎知識を学び，国家試験・検定試験等の資格試験の
ための基礎学力の確立を目指します。関連する資格の主なものを次に示します。
１）第二種電気工事士
２）工事担任者　（総合種，デジタル・アナログ第１・２・３種）
３）第一級陸上特殊無線技士

    この科目は，１～２年生で学習し，(1)直流回路，(2)電気と磁気，(3)静電気，(4)交流回路，(5)記号法による交流回路
の計算，(6)三相交流回路，(7)非正弦波交流，(8)過渡現象，(9)電気計測の９項目について学びます。１年生では(1)～
(４)の前半の項目を履修し，２年生では(5)～(9)を履修し，問題集等を利用した演習を重視してその理解度と定着度を高
めます。演習を繰り返すことで基礎的・基本的な技術を確実に習得できるようにします。また，講義のみの授業にならな
いように，実習科目と連携をとっていきます。

教　科

副教材など



長崎県立長崎工業高等学校

《指　導　計　画》 科目名 電気基礎 1 学年 4 単位
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三
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学

３

期

（４）キルヒホッフの法則

１　直流回路

（３）ブリッジ回路

（１）オームの法則

（２）直列回路・並列回路

評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

学
期

月

（２）電流の作る磁界

（５）導体の抵抗

（６）電力と電力量

練習問題

３　静電気

（１）静電気

（７）電池

練習問題

２　電気と磁気

（１）磁気

（２）電界

（３）コンデンサ

（４）放電現象

４　交流回路

（３）電磁力

（４）磁気回路

（５）電磁誘導

（６）インダクタンスの基礎

（４）並列回路

（５）交流電力

練習問題

中間考査

期末考査

標準テスト

（１）正弦波交流

（２）正弦波交流とベクトル

（３）交流回路の計算

学年末考査

導体中における電子の運動とそこに流れる電
流や電流の連続性を理解するとともに電気回
路の構成，抵抗に流れる電圧・電流の関係に
ついて理解し，基本的な直流回路の電圧，電
流及び抵抗に関する計算力を身につける。ま
た，電気抵抗の性質については，抵抗率，導
電率及び抵抗温度係数の意味とそれらの単
位を関連付けながら，各種材料によるそれら
の実際の値から電気抵抗を計算できるように
する。
電流による発熱作用については，電力と電力
量，発生熱量と温度上昇との関係並びに許容
電流について理解し，消費電力及び消費電
力量とこれによる温度上昇に関する計算力を
身につける。
エネルギー変換の基本について簡単に触
れ，温度差による電気エネルギーの発生や電
流による吸熱・発熱などの現象，化学エネル
ギーと電気エネルギーの相互変換及び電流
の化学作用とこれを利用した電池についての
知識と技術を習得し，実験・実習などでも活用
する。

　磁気現象については，磁界の強さ，磁束と
磁束密度の性質について学習し，電流によっ
て生じる磁界とその応用，磁気回路の取扱
い，鉄の磁化について理解する。また，電磁
力・電磁誘導作用とその応用，電磁エネル
ギーを取り上げ，これらについて基本的な計
算ができるようにする。

静電現象，静電力，磁界の強さ，電位，電
束，電束密度，誘電体，静電容量及び静電エ
ネルギーを取り上げ，これらの物理現象に重
点を置いて理解する。また，静電気現象にか
かわる基本的な計算力を身につける。

交流現象について，交流の波形，周期，周波
数及び瞬時値，最大値，実効値，平均値など
について学習し，正弦波交流の性質及びベク
トル表示について理解する。また，交流に対
する抵抗，インダクタンス及び静電容量の働
きと電圧，電流の量的関係についてベクトル
図を描き，その相互関係が把握できるように
する。さらにこれらの回路素子を組み合わせ
た交流回路の諸量の相互関係や周波数の変
化に伴う諸量の相互関係についても理解し，
基本的な交流回路の計算ができるようにす
る。

行動観察
質疑応答
問題集

行動観察
質疑応答
問題集

行動観察  質
疑応答  問題
集

中間考査

期末考査


